
國
土
計
豊
と
し
て
の
行
政
歴
劃
問
題

小
　
葉
　
田

よ莞

月

　
東
亜
生
活
圏
確
立
な
る
理
想
を
目
指
し
て
、
最
近
に
於
け
る
地

政
墨
的
論
策
は
、
華
々
し
い
韻
貌
を
呈
示
し
つ
Σ
あ
る
。
大
都
制

案
・
地
方
計
叢
・
或
は
工
業
立
地
・
計
子
嚢
濟
、
或
は
入
溝
問
題

等
々
の
藩
論
的
問
題
輩
鵡
の
意
義
は
、
日
進
月
歩
の
國
民
生
活
に

封
し
て
、
鹸
り
に
も
傍
観
的
態
度
乃
至
は
濡
極
的
規
範
を
有
つ
の

地
位
に
止
ま
っ
た
「
法
」
の
、
奮
然
立
っ
て
自
己
の
存
在
を
強
力
に

主
．
翻
せ
ん
と
す
る
黙
に
存
す
る
。

　
資
本
主
義
的
個
入
主
義
的
甦
會
に
よ
っ
て
占
標
さ
れ
た
る
湿
土

が
、
今
や
閣
壌
主
義
的
発
器
主
義
的
肚
會
に
よ
っ
て
置
換
さ
れ
ん

と
す
る
時
、
藩
翰
幽
魂
の
現
象
形
態
は
、
時
間
朗
と
同
様
室
間
的

に
∵
も
勃
曲
説
麟
瀞
∂
る
べ
轟
ざ
ヤ
〕
と
一
一
一
一
μ
を
㎜
俣
た
な
い
。
　
か
エ
る
出
息
眺
甲
に
於

て
、
我
等
地
理
學
徒
も
亦
館
上
の
無
題
の
一
端
を
課
せ
ら
れ
る
光

嗣
闘
止
瓢
繍
一
と
し
て
の
行
政
織
糊
擬
品
題

榮
を
荷
ふ
者
で
あ
り
、
「
日
本
地
政
墨
宣
書
」
は
正
に
、
我
等
の
職

域
に
揚
げ
ら
れ
た
指
針
で
あ
っ
た
。

　
國
家
的
立
場
に
於
け
る
一
切
の
計
獄
及
び
政
策
が
、
重
土
を
謝

象
と
す
る
以
上
、
夫
自
ら
が
室
閥
曲
性
格
を
有
し
、
從
っ
て
現
時

の
優
れ
た
る
政
治
寂
・
論
客
・
頭
嚢
家
は
等
し
く
地
理
墨
的
教
養

を
備
へ
、
地
理
的
認
識
の
上
に
思
索
・
行
動
す
る
事
を
嬰
す
る
の

で
あ
る
。
特
に
政
策
・
計
叢
の
主
脚
者
が
、
個
人
に
非
す
、
潮
入

に
擁
す
爲
政
者
自
ら
で
あ
る
場
合
は
、
政
治
機
構
の
室
胴
滋
雨
ち

行
政
麗
劃
そ
の
も
の
が
、
地
理
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
則
ち
行

政
麗
劃
の
合
理
化
は
、
す
べ
て
の
國
土
叢
叢
に
先
駆
す
可
き
で
あ

の
、
少
く
と
も
是
と
併
行
す
べ
き
條
件
に
あ
る
。

　
大
東
亜
の
行
政
麗
劃
は
、
臼
・
満
・
支
等
々
の
第
一
次
麗
劃
と
、

夫
々
の
國
魚
子
に
於
け
る
第
二
次
斑
劃
に
大
別
さ
れ
る
。
日
・
滞
・

支
等
粛
の
東
亜
に
於
け
る
端
位
、
相
互
間
の
閥
係
讐
に
報
い
て
、

第
一
一
∴
i
ゐ
ハ
懲
　
　
櫨
謝
鱗
號
　
　
　
轟
ハ
五
灘

（王23）



れ
て
來
江
。
あ
る
者
は
此

の
斑
劃
を
そ
の
ま
ま
に
用

ひ
、
他
の
者
は
夫
と
は
別

に
国
有
の
地
域
を
設
定
し

た
。
鏡
存
の
行
政
．
甑
劃
と

は
去
ふ
迄
も
な
く
、
、
道
府
，

縣
及
び
市
町
村
で
あ
る
。

・
果
し
て
然
ら
ば
、
是
等
既

成
擁
劃
が
、
新
し
き
計
叢

　
　
　
　
醸
土
欝
磁
と
し
て
の
行
敵
礒
鋼
醗
題

号
を
如
何
に
爲
す
可
き
か
は
我
等
の
今
後
に
輿
へ
ら
れ
た
課
題
で
　
　
る
の
で
あ
る
。

あ
る
が
、
此
麗
に
問
題
と
す
る
は
、
東
亜
の
中
核
た
る
川
本
内
地

の
行
政
三
三
で
あ
る
。

　
是
迄
施
行
さ
れ
、
叉
は

提
唱
さ
れ
つ
N
あ
る
多
く

の
政
策
．
計
諮
は
、
幾
　
　
　
　
　
．
蒼
’
鯛
、
脚
、
寡
黙
。

の
復
器
の
上
に
な
さ
　
　
　
　
饗
～
、
，
あ
，
，
ト
0
。
．
・
や
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
　
　
　
　
　
　
ノ
　
レ
‘
菖
幻
、

「

　
　
　
　
　
　
仙
脳
二
十
点
ハ
偏
懸
　
第
“
腿
號
　
　
　
穴
鷲
六

　
　
　
　
　
　
本
稿
に
現
行
政
醜
劃
の
地
理
を
明
に
せ
ん
と
す
る

所
以
は
即
ち
此
威
に
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
）
史
的
考

新
叢
罰
薬

匿
劃
と
し
て
幾
許
の
愛
當
性
を
有
つ
で
あ
ら
う
か
、
、
地
の
利
は
入

の
和
に
如
か
す
と
し
て
も
．
撰
者
網
全
く
し
て
、
集
の
完
璽
を
得

幽
　
．
ゲ
颪
　
　
．

　
　
　
層
，
、
　
、

　
　
　
　
↑
ひ
’
一

　
　
　
　
　
　
！
　
　
　
O

　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
　
　
　
　
　
、
、

　
　
　
　
　
　
・
　
　
齪

　
　
　
　
　
　
　
　
．
絆
、

　
　
　
　
　
　
　
　
西

　
　
　
　
　
O
　
「
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
塾

　
　
　
　
　
墨
書
　
　
　
　
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畢
て
、
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
．
　
　
．
、
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欄
9
‘

　　

@
　
　
渋
母
も
〆
．

理
鮮
麗
鋼
郭
ち
行
政
彊
翔
で
あ
っ
た
。

園
次
第
に
蟻
議
す
る
と
共
に
、

醒
£
δ
硲
8
感
7
　
　
　
　
　
察

饗
讐
：
　
溝
型
の
蔑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
隔
劃
は
國
・
瀦
∵
邑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
里
で
あ
る
。
戒
告
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
皇
紀
に
、
「
隔
二
由
河
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
面
．
分
四
一
國
縣
㎡
随
”
一
婦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
階
一
以
定
詰
巴
里
齢
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
与
、
礒
捌
の
基
準

　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
地
形
地
物
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
．
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
極
め
て
地
理
的
の
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
で
あ
っ
た
ゆ
大
賓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
令
亦
是
に
懇
じ
、
地

　
　
　
　
　
　
　
獣
・
惜
ド
以
臨
　
朝
威
山
裳
へ
、
詐
紳

　
　
　
　
武
門
の
起
る
や
，
私
領
壌
加
し
、

（　124　）



閣
・
郡
以
下
の
薩
劃
は
柱
時
の
行
政
的
意
義
を
失
ひ
、
翠
な
る
地
理

的
羅
劃
に
麟
花
し
た
の
で
あ
る
．
．
そ
の
究
ま
る
所
、
近
世
封
建
の

形
式
工
合
政
統
…
は
見
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
行
政
的
内
容
は
、
天

領
・
藩
領
の
犬
牙
錯
綜
せ
る
モ
ザ
イ
ッ
ク
的
麗
劃
と
な
り
、
か
・
る

非
地
域
的
分
割
行
政
が
、
國
家
勢
力
二
期
を
阻
害
す
る
と
こ
ろ
甚

だ
大
な
る
も
の
が
あ
っ
牝
唄
か
エ
る
折
し
も
、
日
本
地
政
壌
の
先

達
佐
藤
儒
淵
は
、
そ
の
著
「
混
同
秘
策
」
に
於
て
、
全
國
を
激
箇
の

大
地
域
に
分
「
割
し
て
、
中
央
集
櫃
の
竃
を
あ
渉
、
以
て
大
陸
維
螢

の
前
提
た
ら
し
め
ん
と
し
た
。
此
の
蔑
劃
は
正
に
今
日
の
地
方
ブ

質
ッ
ク
制
に
相
嚇
し
、
是
を
現
時
の
行
政
麗
劃
に
そ
の
ま
』
採
用

す
る
も
敢
て
不
都
合
を
感
ぜ
し
め
な
い
程
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　
明
治
元
年
大
政
を
奉
還
し
、
奪
簾
な
る
皇
室
を
戴
く
盆
画
の
組

織
が
漸
く
そ
の
緒
に
就
く
に
至
っ
て
先
づ
府
藩
縣
三
選
制
の
過
渡

期
を
経
て
、
罰
四
年
腰
藩
避
縣
の
令
を
下
し
、
三
重
三
百
一
縣
を

設
け
、
つ
い
で
三
府
七
十
三
縣
の
鏡
磨
と
な
っ
た
。
そ
の
府
縣
界

を
概
観
す
る
に
、
そ
の
園
界
と
｝
致
す
る
所
の
多
い
の
は
復
古
と

い
ふ
明
鑑
維
新
そ
の
も
の
・
挫
格
の
…
端
を
示
す
も
の
で
あ
る

が
、
　
…
方
に
於
い
て
は
薦
藩
的
事
情
に
制
約
さ
れ
て
み
る
勲
も
窺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
囁
齢

　
　
　
　
灘
回
土
出
職
と
し
て
の
行
致
騰
欄
照
一
題

は
れ
、
安
濃
津
甥
渡
愈
、
或
は
、
瀬
田
・
山
形
・
縫
賜
ご
一
蹴
の
蓮

立
は
そ
の
側
で
あ
っ
．
π
。

　
爾
來
近
代
霞
継
羅
劇
へ
の
整
備
過
程
を
示
す
も
の
と
し
て
の
行

政
組
織
の
改
攣
は
幾
度
か
繰
り
返
さ
れ
、
明
治
九
年
に
は
一
挙
三

指
三
十
五
縣
を
寵
し
た
が
、
同
親
魂
年
沖
綴
縣
の
成
立
に
よ
り
現

時
の
一
道
三
乗
四
＋
三
縣
に
落
ち
つ
い
た
の
で
あ
る
。

　
一
方
下
部
組
織
は
、
建
替
く
長
き
準
簾
過
程
期
間
を
維
て
、
途

に
二
＋
三
年
市
町
村
制
の
獲
布
を
見
る
に
至
っ
て
略
画
ま
っ
た
の

で
あ
る
。
元
來
長
き
歳
月
を
封
建
治
世
に
過
し
た
我
が
閣
民
の
政

治
思
想
は
な
ほ
低
度
に
止
ま
の
、
地
方
霞
治
制
の
濯
用
も
、
そ
の

實
質
的
完
威
に
は
可
な
り
の
準
備
期
を
要
し
た
の
で
あ
る
。
蔚
も

市
町
村
の
麗
域
及
び
階
級
は
、
當
隠
の
鼠
落
讃
槻
に
懸
じ
、
地

勢
・
滑
革
を
基
本
と
し
た
事
は
云
・
語
迄
も
な
い
。

　
叉
、
磁
歪
と
市
町
村
と
の
中
富
制
と
し
て
、
郡
制
の
施
行
あ
り

（同

O
年
）
、
此
の
蕩
の
み
駿
魔
的
地
域
砦
纂
の
郡
そ

の
も
の
を
、
多
く
そ
の
ま
転
に
探
用
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
故
に

こ
そ
、
明
治
中
葉
に
於
け
る
郡
の
騒
合
・
分
離
は
最
も
署
し
か
つ

た
の
で
あ
る
ゆ

櫨
津
二
濡
丁
欝
屈
巷
　
　
錦
欝
欝
　
　
　
内
一
声
鎌
L
℃

（　IL）5　）



騰囲

y
欝
轡
　
と
し
て
の
押
侭
政
磁
難
漸
門
題

　
さ
て
か
く
の
如
く
し
て
完
威
さ
れ
た
行
政
賦
階
級
は
、
事
工
夫

自
ら
が
、
薪
園
家
の
重
要
な
る
部
漸
を
占
め
た
の
で
あ
る
が
、
そ

の
後
に
於
け
る
一
般
継
會
溝
勢
の
饗
化
は
、
か
蕊
る
行
政
簸
劃
を

漸
次
誤
謬
せ
し
め
る
に
至
っ
た
。
然
る
に
其
の
改
攣
は
、
頗
る
牛

身
不
階
の
も
の
で
あ
り
、
下
級
麗
診
た
る
市
町
村
の
驚
動
少
か
ら

ざ
る
に
反
し
、
上
級
薩
劃
た
る
府
縣
は
｝
定
不
攣
の
も
の
で
あ
っ

た
。
三
多
摩
地
方
が
帯
都
の
水
源
地
た
る
理
由
を
以
て
之
を
榊
奈

川
縣
よ
り
東
京
府
へ
薄
し
砦
（
擁
治
二
朝
雲
猛
）
如
き
は
舞
な
場
合

で
あ
っ
た
。
此
の
粗
違
の
理
由
は
簡
輩
で
あ
る
。
市
・
町
村
は
、

常
に
薪
し
き
地
理
環
境
を
切
實
に
慈
得
し
つ
N
あ
る
蚕
國
民
が
、

最
も
多
く
参
漏
す
べ
き
高
次
の
自
治
髄
で
あ
り
、
府
縣
は
然
ら
ざ

る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
か
く
て
地
理
的
景
相
と
行
政
魑
劉

と
の
調
和
は
漸
く
失
は
れ
來
た
っ
た
の
で
あ
り
、
大
正
ナ
山
冠
の

郡
制
譲
止
は
、
此
の
調
和
を
維
持
せ
ん
が
爲
の
方
策
で
あ
っ
た
。

而
も
癒
ほ
事
實
は
そ
の
目
的
に
反
す
る
翻
有
る
一
西
も
あ
っ
た
の

で
あ
る
。

　
現
在
に
於
け
る
道
府
縣
と
市
町
村
の
行
政
厩
劃
は
、
一
は
歴
史

的
で
あ
り
、
他
は
計
鍵
的
で
あ
る
。
叉
前
者
が
化
石
化
し
て
み
る

婚
鋸
一
幅
ぬ
「
ぬ
ハ
撫
松
　
　
蛾
別
瞬
間
號
　
　
　
一
喝
黒
八

に
反
し
、
後
者
は
、
生
々
流
韓
を
し
て
み
る
と
歎
へ
る
。

（
二
）
現
行
政
薩
調
批
剣

　
前
述
せ
る
如
き
紹
背
離
せ
る
脳
性
絡
を
有
つ
現
行
政
麓
劃
が
、

一
つ
の
指
導
精
紳
を
以
て
螢
ま
れ
ん
と
す
る
園
家
統
治
及
び
終
雪

生
活
に
懐
し
て
、
幾
多
の
矛
贋
を
與
へ
る
事
は
當
然
で
あ
る
。
所

謂
國
防
國
蒙
建
設
の
理
想
を
實
濡
せ
ん
。
か
爲
の
諸
々
の
地
政
畢
的

問
題
は
、
行
政
書
落
愛
念
准
無
観
し
て
は
域
立
し
な
い
。
此
の
意

味
よ
り
、
吾
々
の
指
摘
す
可
き
、
現
行
致
爆
雷
の
不
合
理
性
は
次
　
の

の
難
で
あ
る
・
　
　
　
　
　
　
　
ω

－
、
上
級
組
織
の
不
備
。
肇
興
榊
鰍
）
欝
欝
難
方
）
の
ギ

　
　
ヤ
ツ
プ
。

　
2
、
下
級
組
織
の
不
備
。
即
ち
府
縣
封
市
町
村
の
ギ
ヤ
ツ
プ
。

　
3
、
行
政
麗
域
と
地
理
的
職
域
と
の
不
調
和
。

　
4
、
大
都
市
及
び
高
麗
町
村
の
問
題
、

　
5
、
普
通
行
政
趨
劃
と
特
別
行
政
隈
劉
叉
は
計
三
蔵
域
と
の
不

　
　
統
一
。

　
是
等
の
諸
問
題
は
云
ふ
迄
も
な
く
、
夫
粛
箪
鵜
に
考
察
さ
れ
る



も
の
で
な
く
、
絹
互
に
相
野
聯
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
m
先
づ
第
一
の
問
題
は
、
府
縣
の
薩
劃
が
現
國
土
の
行
政
総

高
と
し
て
独
小
に
過
ぎ
る
事
で
あ
る
。
元
來
三
豊
四
十
三
縣
の
竪

縞
は
、
地
方
勢
力
を
排
し
て
、
中
央
集
構
の
實
を
繋
ぐ
る
事
焦
贋

の
急
を
要
せ
る
維
嚢
直
後
に
創
設
せ
ら
れ
し
も
の
で
あ
り
、
地
方

政
治
丈
化
の
階
梯
な
ほ
低
き
當
時
に
於
て
こ
そ
、
か
・
る
小
地
域

的
秩
序
が
自
然
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
明
治
元
年
奥
羽
地
薄
を
七

國
に
分
轄
し
た
の
も
、
同
様
の
小
地
域
主
義
を
示
す
～
例
で
あ
っ

た
。
而
も
、
秋
霜
烈
臼
の
感
慨
に
充
つ
る
野
里
事
輩
を
以
て
し
て

も
、
な
ほ
且
つ
民
間
蓉
勢
力
に
諾
す
る
威
令
の
保
持
に
鹸
力
無
き

の
親
が
あ
っ
九
。
而
も
、
今
や
事
情
は
一
面
す
る
。
交
逓
・
経
濟
の

獲
蓬
は
、
國
民
生
活
の
地
理
的
領
域
を
製
し
く
擁
張
す
る
。
　
一
個

人
の
生
活
騰
は
、
昔
日
の
入
の
夫
に
数
＋
、
衝
倍
す
る
。
臼
々
の

逓
勤
コ
ー
ス
が
数
縣
に
ま
た
が
り
、
一
聖
業
の
工
場
は
発
國
に
散

在
す
る
。
か
く
の
如
く
精
榊
的
に
も
生
活
的
に
も
鼻
聾
し
つ
Σ
あ

る
察
聞
の
中
に
、
ひ
と
の
府
縣
な
る
行
政
麗
劃
の
み
静
止
す
驚
き

理
由
は
な
い
。
就
中
近
代
の
多
く
の
政
策
乃
至
忍
業
は
、
夫
が
國

土
的
で
あ
り
綜
合
的
で
あ
る
限
り
、
大
地
域
的
性
格
を
有
つ
の
で

羅
悶
土
計
灘
描
と
し
て
の
行
敢
薩
捌
灘
門
島

あ
る
。
古
く
は
、
　
一
度
三
里
に
分
割
さ
れ
て
、
再
び
道
忘
の
輩
一

行
政
麗
を
探
っ
た
北
海
道
開
拓
の
事
や
、
近
く
は
奥
朋
全
域
を
軍

元
麗
域
と
し
て
墾
象
と
せ
る
束
北
振
興
の
事
業
も
、
要
は
、
綜
合

的
・
有
機
的
経
螢
に
根
ざ
す
大
地
域
主
義
に
基
く
の
で
あ
る
。
此

虞
に
興
味
あ
る
の
は
、
警
遽
行
政
嶺
桜
に
撰
し
て
、
三
豊
省
以
外

の
理
解
省
の
管
轄
に
度
す
る
特
別
行
政
の
輩
位
匿
劃
が
、
大
地
域

主
義
を
奉
じ
て
み
る
事
で
あ
る
。
即
ち
軍
装
匿
・
地
方
專
費
局
・
預

金
部
資
金
局
・
税
務
監
督
局
・
鐡
這
局
・
両
三
局
・
夏
山
監
督
局
・

逓
信
局
・
控
訴
院
等
の
各
管
轄
甚
域
或
は
思
潮
に
於
け
る
地
方
電

力
調
整
委
員
會
・
地
方
欝
欝
協
議
會
の
各
軍
籍
地
域
は
、
夫
々
の

事
務
自
ら
の
性
質
に
よ
る
若
干
の
相
違
は
あ
る
が
、
何
れ
も
内
地

を
八
、
九
の
地
方
別
に
分
割
し
て
、
綜
合
的
・
地
域
的
・
有
機
的
行

政
に
便
し
て
み
る
。
か
」
る
原
理
は
、
乳
親
に
於
け
る
普
通
行
政

に
も
要
求
さ
る
可
き
事
で
あ
っ
て
、
五
十
年
來
の
府
警
逆
撫
の
小

地
域
主
義
は
徒
ら
に
中
央
・
地
方
の
關
係
を
疎
遽
な
ら
し
め
、
地

方
絹
互
間
の
、
延
い
て
は
國
土
の
綜
A
m
附
・
地
域
的
・
秩
序
機
展

を
困
難
な
ら
し
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
②
第
二
の
問
題
は
、
下
級
組
織
の
不
備
、
脚
ち
府
縣
封
市
・

櫨謝

�
¥
ふ
ハ
巷
　
　
第
野
幌
㈹
脳
　
　
　
ゐ
ハ
瓢
洗
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町
・
村
の
ギ
ヤ
ツ
プ
で
あ
る
。
細
動
磯
止
さ
れ
て
よ
り
、
丁
重
は

直
接
少
く
と
も
百
以
上
、
旧
き
は
数
百
の
市
町
村
を
統
轄
す
る
事

に
な
り
、
醗
も
實
際
上
の
普
通
行
政
察
務
の
衝
に
當
る
の
は
職
鐵

僅
女
＋
名
前
後
の
地
方
課
で
あ
る
。
從
っ
て
、
如
何
に
富
治
腿
に

樹
す
る
と
は
ゑ
へ
、
府
縣
よ
り
の
封
市
町
村
監
督
指
導
は
極
め
て

面
恥
的
・
形
式
的
に
瞭
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
爾
も
近
時
就
愈
の
進

歩
複
雑
化
に
つ
れ
て
、
細
筆
の
事
務
は
山
積
澁
滞
し
、
地
方
・
中

央
の
聯
絡
の
能
峯
低
下
は
各
地
方
小
屋
域
内
に
迄
認
め
ら
れ
て
み

る
。
　
方
地
方
自
治
禮
よ
の
の
府
縣
に
臥
す
る
面
心
は
、
一
に
自

髄
の
功
利
的
立
場
に
於
て
な
さ
れ
、
結
局
は
豫
算
・
施
設
の
吸
引

の
み
に
波
頭
す
る
事
情
で
あ
る
。
か
・
る
機
構
を
以
て
、
現
下
に

要
求
さ
る
べ
き
霊
亀
土
の
建
設
は
、
期
待
し
難
い
。
是
則
ち
府
縣

と
市
町
村
の
ギ
ヤ
ツ
プ
で
あ
り
、
ギ
ヤ
ツ
プ
の
根
本
は
地
域
の
夫

で
あ
る
。
郡
制
慶
止
後
に
於
て
農
會
・
教
育
會
・
町
村
畏
會
・
各

．
種
甦
愈
蓮
動
議
膿
が
郡
軍
位
を
以
て
行
は
れ
て
る
る
の
は
、
此
の

問
題
に
一
の
曙
承
を
輿
へ
、
又
計
喪
罪
な
る
が
故
に
、
最
も
地
域

的
で
あ
る
警
察
管
蔑
・
郵
便
局
集
配
魑
域
・
税
務
管
簾
の
賦
劃
が
、

鋤淋

P
町
目
次
・
　
布
・
　
瀦
㎜
蕪
り
汝
の
細
醗
幽
に
野
田
る
の
も
、
　
、
　
考
に
値

翻
門
土
瓢
…
癬
㎝
と
し
て
の
行
政
蔵
捌
問
題

し
よ
う
。
我
々
は
必
ず
し
も
郡
制
の
復
活
を
望
む
も
の
で
は
な
い

が
、
市
・
町
・
村
封
府
縣
の
間
隙
は
、
か
く
の
融
く
に
指
嫡
さ
れ

得
る
の
で
あ
る
。

　
③
第
三
は
現
在
の
行
政
薩
劃
が
、
地
理
的
斑
測
に
倉
致
し
な

い
難
の
多
い
事
で
あ
る
Q
　
云
ふ
所
の
地
理
的
斑
劃
と
は
、
軍
に

地
勢
・
氣
候
・
原
始
疲
毒
煙
の
自
然
的
景
親
要
素
に
表
理
さ
れ
る

も
の
で
は
無
く
、
近
代
交
通
系
・
大
工
業
・
聚
落
職
能
・
入
口
分

布
等
の
現
驚
の
現
國
罠
生
活
を
暴
論
と
せ
る
丈
化
景
観
地
域
に
因

る
も
の
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
政
治
が
生
活
と
一
致
す
可
し
と

す
れ
ば
、
最
も
適
切
の
政
治
は
地
域
的
で
あ
る
可
く
、
夫
故
に
こ

そ
昨
日
の
行
政
慨
劃
は
、
明
日
の
夫
に
要
當
し
な
い
場
合
も
詣

る
。
肥
土
計
鍵
に
於
て
は
、
今
後
の
佃
入
に
よ
る
自
由
な
る
地
域

利
矯
露
振
を
禁
ず
る
。
正
に
地
域
的
行
政
礒
劃
設
定
は
今
日
の
問

題
で
あ
る
。

　
さ
て
府
縣
匿
劃
の
滑
革
は
先
に
述
べ
た
如
く
で
あ
る
が
、
そ
の

設
定
當
初
よ
リ
モ
ザ
イ
ツ
ク
附
地
域
に
よ
っ
た
も
の
に
、
「
岐
阜
ゾ

「
三
井
」
・
「
三
重
」
・
「
京
都
」
・
「
兵
鷹
」
諸
職
縣
の
例
が
あ
り
、
逮

に
軍
尤
地
域
の
切
断
に
よ
る
形
式
的
管
簾
を
採
っ
た
も
の
に
、
「
、
大

第
「
二
・
†
編
ハ
巷
　
　
第
』
鵬
回
線
　
　
　
編
ハ
ぬ
ハ
一
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阪
鋤
兵
庫
』
，
薦
言
動
大
分
－
二
、
爾
岡
封
佐
賀
L
「
鹿
藤
島
謝
沖
縄
」
及

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
難
一
）

關
藷
縣
の
例
が
あ
る
。
瀬
戸
内
の
猫
舘
曇
（
大
槌
島
・
井
島
及
び
巾
島
）

の
蘇
麓
、
利
根
川
課
（
覇
王
縣
大
型
郡
男
沼
村
及
び
北
埼
玉
郡
利
島
村
）
の
飛
鵠

誠
謝
の
如
言
、
そ
の
極
端
な
例
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
、
此
の
種
の

問
題
の
中
心
は
、
文
化
景
相
の
韓
攣
激
甚
を
極
め
た
大
都
市
郊
外

地
方
を
封
象
と
す
る
。
實
質
的
に
は
聯
接
市
街
で
あ
り
な
か
ら
、

甲
．
乙
爾
法
令
の
摘
要
が
相
接
し
て
行
は
れ
る
時
、
如
何
な
る
結

果
を
國
民
の
敵
轡
生
活
に
輿
へ
る
で
あ
ら
う
か
。
一
部
の
輕
桃
浮

薄
の
大
阪
人
が
、
車
行
数
分
に
し
て
公
汝
然
と
し
て
尾
崎
の
ダ
ン

ス
ホ
ー
ル
に
幽
指
し
た
の
は
近
年
の
事
に
塾
し
、
物
貨
の
公
定
・

配
給
が
、
同
藏
墨
兀
地
域
に
二
様
に
行
は
れ
る
の
不
合
理
は
、
我

我
の
現
に
綴
験
し
つ
蕊
あ
る
所
で
あ
る
。

　
市
・
町
・
村
の
習
業
は
、
夫
が
最
も
我
々
の
無
常
生
活
に
直
，
接

す
る
か
ら
、
其
の
軍
一
地
域
性
を
必
然
と
し
て
み
る
。
市
・
町
・

村
の
腰
合
分
離
は
、
此
の
性
格
を
保
持
せ
ん
爲
の
も
の
で
あ
る
。

然
る
に
鞍
接
は
、
そ
の
極
ま
る
所
、
か
義
る
名
分
は
形
式
化
さ
れ
、

激
本
主
義
の
内
容
を
持
ち
、
市
・
町
・
村
の
階
級
は
、
可
な
り
地

理
醜
事
欝
に
絹
反
す
る
例
の
少
か
ら
ざ
る
を
感
ず
る
。

顯
悶
土
淋
鍛
騰
㎜
と
し
て
の
〃
賀
政
蕊
一
聯
岬
懸
一
灘
…

　
町
・
村
の
境
界
が
、
過
去
の
生
活
を
記
念
し
、
例
へ
ば
…
の
由

魂
・
或
は
湖
沼
に
濡
し
て
特
異
な
る
境
界
の
形
態
を
採
る
事
は
、

金
鐘
上
の
農
あ
高
題
で
は
匁
難
一
）
我
あ
鶴
の
問

魎
は
か
・
る
形
而
下
畢
の
夫
に
非
す
、
す
べ
て
の
地
理
的
事
衡

が
、
國
家
砒
會
生
活
に
如
何
な
る
利
用
・
厚
生
の
償
値
を
有
す
る

か
に
あ
り
、
或
は
更
に
所
謂
常
爲
の
問
題
で
あ
る
。
即
ち
、
市
・

町
・
村
の
地
域
が
、
生
き
た
る
生
活
離
境
と
し
て
、
如
何
に
あ
る

可
き
か
の
問
題
で
あ
る
。
市
・
町
・
村
の
罐
典
的
境
界
は
別
と
し

・
て
、
近
代
に
於
け
る
計
霊
的
六
合
分
離
が
、
却
っ
て
非
地
理
的
で

あ
る
の
は
、
是
が
主
照
藩
が
、
霞
治
襟
た
る
市
・
町
・
村
覆
ら
で

あ
る
か
ら
で
あ
る
。
「
俺
が
村
の
ほ
こ
り
」
は
、
郷
土
愛
護
の
麗
は

し
嚢
精
榊
で
あ
O
、
夫
の
み
に
煮
て
は
、
是
認
稀
揚
さ
る
可
き
纂

で
あ
る
が
、
醜
成
の
都
市
は
隣
擾
町
村
を
脅
黙
す
る
事
に
羅
氣
と

な
り
、
町
村
は
實
力
を
省
み
な
い
で
、
唯
地
域
の
擬
穴
や
入
口
増

加
に
よ
っ
て
市
に
な
る
藥
に
熱
心
で
あ
る
の
は
果
し
て
當
を
得
た

も
の
で
あ
ら
う
か
。
一
方
に
於
て
は
、
隣
接
都
市
に
合
併
す
説
き

地
理
景
観
に
あ
。
な
が
ら
、
　
…
つ
の
功
利
的
図
的
の
爲
に
是
を
耀

け
、
或
は
麟
治
羅
と
し
て
猫
立
力
無
潔
茸
幽
た
る
食
溺
購
村
が
、

櫨
罪
二
十
六
巷
㌃
餓
ぜ
濁
號
　
　
　
六
六
瓢
副

（ユ31）



躍
一
興
鑑
と
し
て
の
行
政
猟
糊
醗
題

三
厩
醜
・
維
濟
曲
感
藩
の
爲
に
、
麟
毒
焔
反
縣
す
る
。

　
夫
に
し
て
も
、
我
粛
は
、
五
十
年
閣
の
詩
癖
翻
の
功
績
が
、
墨

國
政
溶
・
丈
化
築
上
干
古
不
滅
の
意
義
を
．
持
つ
事
を
否
定
し
な
’

い
。
唯
、
現
實
の
市
町
村
に
望
み
た
い
事
は
、
地
方
肖
治
と
は
畢

寛
國
家
行
政
の
下
部
組
織
で
あ
わ
、
國
民
生
活
の
最
も
具
膿
的
・

竃
際
的
部
面
で
あ
る
と
共
に
，
そ
の
経
局
断
的
は
、
す
べ
て
の
行
政

機
構
と
共
に
、
國
籏
統
治
の
発
送
に
あ
る
事
の
再
認
識
で
あ
る
。

市
・
町
・
村
は
郷
土
で
あ
る
と
共
に
磁
土
の
一
部
と
し
て
意
識
さ

れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
か
・
る
意
味
に
於
て
、
市
・
町
・
村
の
慶
合
分

離
は
、
小
莱
胸
．
郷
土
的
で
無
く
、
大
乗
的
・
磁
土
的
立
場
に
あ

ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
数
年
前
但
馬
の
某
々
村
が
、
町
制
實
施
を
熱
望

す
る
の
量
り
、
臨
時
に
各
家
門
燈
を
つ
け
、
故
意
に
車
馬
を
往
來

せ
し
め
て
、
市
街
の
繁
華
（
？
）
を
縣
覗
察
官
に
衝
示
し
て
、
途
に

漸
期
の
榮
冠
を
得
た
如
き
は
、
自
他
共
に
認
め
る
｝
笑
話
に
過
ぎ

な
い
が
、
群
々
相
接
し
て
爵
号
上
の
衛
衛
を
な
せ
る
阪
紳
地
方

が
、
な
ほ
唯
我
猫
奪
的
行
政
獲
を
夫
々
黙
読
し
て
み
る
薯
は
、
霞

ら
の
功
利
に
由
來
し
な
が
ら
、
竃
は
却
っ
て
佳
民
一
般
の
不
利
・

不
便
を
招
來
し
て
み
る
に
外
な
ら
な
い
。
是
等
の
地
方
に
輩
一
嘩

赦廻

棟
¥
山
ハ
懲
　
　
癬
一
轍
緋
醐
　
　
　
轟
ハ
編
ハ
畷
門

治
羅
が
旧
事
、
綜
會
酌
一
大
都
霧
計
懲
が
樹
立
さ
る
欝
嚢
は
、
地

理
的
に
兇
て
常
然
の
事
で
あ
む
、
そ
の
鰍
除
こ
そ
、
先
年
大
水
害

の
惨
を
倍
加
せ
し
め
た
こ
と
は
、
當
隣
識
者
の
指
摘
し
☆
斯
で
あ

　
（
溢
三

つ
た
。

　
と
も
あ
れ
、
我
々
は
必
ず
し
も
景
露
霜
上
主
義
者
で
は
な
い

が
、
地
域
的
致
治
が
要
望
さ
れ
る
爲
に
は
．
自
治
欝
の
弱
肉
強
食

的
地
域
自
由
主
義
は
、
今
や
清
算
さ
る
可
き
で
あ
る
と
信
ず
る
。

　
㈲
　
大
都
市
の
問
題
は
世
上
既
に
面
懸
議
さ
れ
つ
・
あ
り
、
此
庭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勢

で
は
敢
て
是
に
ふ
れ
る
の
要
を
見
な
い
。
か
」
ろ
大
都
市
の
鮒
縢

晦
問
題
は
所
謂
貧
弱
町
村
に
關
す
る
も
の
で
あ
る
。
夫
等
の
地
方

の
文
化
生
活
に
關
す
る
闇
題
と
併
行
し
て
、
自
治
禮
と
し
て
の
問

題
が
あ
る
。
例
へ
ば
町
村
財
政
の
最
大
の
負
捲
は
教
育
費
で
あ

る
。
既
に
當
燭
に
曾
て
は
組
合
役
場
制
を
漿
齢
し
て
み
る
が
、
我

々
は
寧
ろ
貧
弱
町
村
の
町
及
的
合
併
を
命
令
し
て
、
少
く
と
も
そ

の
肴
政
機
構
が
積
極
的
に
器
用
さ
れ
る
だ
け
の
財
政
力
を
保
有
す

可
き
大
地
域
麗
主
義
の
實
現
を
期
し
た
い
。

　
⑤
最
後
に
、
府
縣
・
市
町
村
の
二
階
級
と
馴
稠
に
羅
多
の
特

別
行
政
気
密
が
あ
る
。
夫
婦
の
も
の
が
、
内
務
省
と
は
別
個
の
命

（エ：12＞



令
系
統
を
有
し
．
夫
粛
偲
有
の
地
理
的
性
格
を
持
つ
慕
は
當
然
と

し
て
も
、
そ
の
一
つ
ノ
N
が
特
有
の
機
翼
を
持
つ
事
は
、
園
民
生

活
を
し
て
不
便
な
ら
し
め
．
能
輩
を
低
下
せ
し
め
る
。
政
治
の
綜

合
性
は
現
代
國
旗
に
不
可
餓
の
も
の
で
あ
る
。
然
わ
と
す
れ
ば
、

三
塁
得
る
限
り
、
特
別
行
政
覆
劃
の
統
～
叉
は
普
逓
行
政
慨
と
の

合
致
を
園
る
可
き
で
あ
ら
う
。
今
般
、
府
縣
随
刻
と
の
蓮
絡
を
目

揖
し
て
．
陸
軍
管
匠
の
改
正
あ
の
、
專
費
局
の
贋
合
分
離
も
亦
傳

へ
ら
れ
て
る
る
が
、
然
し
な
が
ら
、
府
縣
但
馬
必
す
し
も
標
準
の

償
値
な
く
、
そ
れ
購
ら
が
先
づ
修
正
さ
る
旧
き
も
の
な
の
で
あ

る
。
　
　
　
　
　
，

（
三
）
改
革
私
案

　
以
上
述
べ
し
所
の
覗
行
政
織
謝
の
不
心
理
は
、
是
を
要
約
す
れ

ば
、
量
的
方
爾
と
賞
的
方
醤
と
に
あ
る
。

鄭
ち
、
府
縣
・
市
町
村
の
二
階
級
は
、
現
行
政
賦
翔
と
し
て
疎

放
に
過
ぎ
る
事
と
、
現
行
政
麗
鋼
の
多
く
が
地
理
醤
蝦
劇
と
合
致

し
な
い
事
で
あ
る
。
國
土
叢
叢
は
、
翌
翌
蘭
秩
序
建
設
の
計
識
で

あ
る
。
新
蓉
政
翼
謝
の
設
定
は
、
か
く
て
、
親
在
に
不
欝
鋏
の
閣

鞭
土
欝
難
と
し
て
の
行
敷
蔽
捌
問
懸

題
と
な
る
。

　
新
行
政
魑
劇
設
定
の
指
導
精
製
は
前
章
批
判
の
事
躍
を
参
酌
し

て
、
田
鰻
行
政
の
綜
合
性
を
張
化
す
る
事
、
珊
地
理
景
親
及
び
園

土
計
叢
に
豫
想
さ
る
可
き
今
後
の
地
理
量
翻
に
暴
礎
を
置
く
事
で

あ
る
。
此
の
意
味
に
於
け
る
我
な
の
其
龍
案
は
、
次
の
如
く
で
あ

る
。　

e
ゆ
　
現
府
営
磨
の
上
に
綜
合
的
地
方
宥
政
廃
を
避
く
。

　
②
鱗
茎
を
入
れ
て
七
大
都
の
濫
立
。
及
び
現
府
懸
の
腰
合
分

　
　
な
む

　
　
籔
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘
瑚

㈲
郡
箪
位
、
、
叉
は
数
ヶ
町
村
を
蹴
位
と
せ
る
補
助
的
行
政
甑
α

　
　
の
馨
。
（
例
へ
げ
…
北
痛
隊
温
滋
孫
支
濾
に
相
朦
す
る
）

④
市
・
町
．
村
の
合
併
・
昇
格
の
三
三
指
導
監
督
。
就
中
貧

　
　
弱
町
村
の
管
理
合
併
。

⑤
部
落
會
・
町
内
會
の
徹
底
強
化
、
及
び
是
が
行
政
機
構
と

　
　
の
聯
絡
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
註
隅
）

　
先
づ
地
方
湖
行
政
斑
劃
は
，
　
一
昨
年
物
貨
の
配
給
調
整
・
公
定

綴
格
の
制
矩
を
以
て
域
立
せ
る
地
方
蓬
絡
協
議
魯
の
設
定
せ
し
八

ブ
瓢
ツ
ク
を
参
考
す
べ
く
、
こ
は
陣
秋
爽
二
月
地
方
…
賓
敷
の
蓮

駕
凱
　
十
湘
ハ
巷
　
　
纏
耀
溝
號
　
　
　
需
ハ
二
一
鷺
’



結

行
政
機
構
特
に
そ
の
蔑
劃
の

題
は
勲
爵
來
、
我
等
の
雪
裡
に

鰻
土
欝
難
み
し
て
の
行
総
懸
遡
問
題

絡
を
氣
的
と
し
て
中
央
協
議
轡
に
よ
っ
て
、
既
に
研
究
立
案
さ
れ

つ
つ
あ
る
癬
で
あ
る
。
次
の
都
制
案
叉
圃
嫌
で
あ
り
、
紫
黒
の
慶

介
は
夫
に
闘
離
せ
る
も
①
で
あ
る
。
市
．
町
．
村
ρ
監
轡
強
化
は

本
月
（
融
）
災
っ
て
、
審
議
さ
れ
つ
謬
る
も
の
柔
毛
あ
る

が
、
そ
の
申
誓
事
謝
の
設
定
に
は
、
先
に
も
㎝
雷
せ
る
如
く
、
警

　
（
詫
五
）

察
管
庭
の
如
嚢
は
…
の
規
準
た
鱒
得
よ
う
。

　
鳶
職
の
、
慨
劃
が
、
地
理
欝
欝
に
還
す
可
き
は
勿
論
で
あ
り
、
モ

の
画
積
は
凡
そ
、
地
方
は
車
行
｝
日
、
縣
は
東
行
二
時
胴
、
薩

（
繍
駆
V
鯵
行
・
岩
購
叢
て
、
中
心
部
望
行
鑑

へ
の
最
大
行
親
と
す
る
範
園
と
す
る
。
右
特
政
斑
を
表
示
す
れ

ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
　
れ
　
げ
ゆ

・
締
羅
二
十
南
細
巻
　
　
櫨
塀
騰
門
魏
　
　
　
轟
ハ
晶
ハ
山
ハ

二
野
せ
し
も
の
で
あ
り
、
以
上
蓮
べ
し
燐
は
昨
年
士
冨
慌
＋
五

a
京
都
帝
大
地
理
雛
談
話
愈
に
磯
表
せ
し
も
の
で
あ
る
。
是
等
の

問
題
の
多
く
は
、
醜
に
費
際
嘗
燭
に
於
て
、
研
究
立
案
の
段
階
に

達
せ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
敢
て
我
等
輩
の
膿
々
を
要
せ
ざ
る
所
で

あ
ろ
が
、
不
敏
を
も
省
み
す
し
て
，
か
エ
る
提
唱
を
試
み
ん
と
す

る
の
は
、
東
亜
の
安
定
勢
力
と
し
て
國
防
熱
家
建
設
の
整
大
な
る

時
、
行
政
慨
捌
改
正
こ
そ
》
、
の
先
決
問
題
な
り
と
嘉
す
る
念
切
な

る
も
の
あ
る
が
故
で
あ
る
。
地
方
瞬
欝
欝
度
改
革
の
事
は
、
廣
聞

内
閣
以
來
罐
代
内
開
に
於
て
幾
度
か
審
議
さ
れ
來
つ
九
が
、
漸
く

は
資
尺
竿
頭
…
歩
を
…
進
め
て
、
中
央
・
地
方
の
常
局
者
・
累
春
・

實
業
家
を
網
羅
せ
る
謝
期
的
行
政
斑
劃
改
庇
調
査
霧
議
會
の
設
定

を
見
て
然
る
可
し
と
恩
ふ
の
で
あ
る
．
、
ハ
昭
和
＋
六
年
三
月
）

離
一
　
河
野
　
一
夫
　
備
讃
瀬
戸
の
漁
揚
と
行
政
匿
劃
と
の
闘
係
へ
地
理

　
　
　
十
五
年
九
・
十
｝
月
）

註
瓢
　
佐
々
木
彦
一
郎
村
の
鏡
界
よ
リ
見
た
る
土
地
利
用
の
方
向
ハ
地

　
　
　
理
照
解
欝
臓
㎜
晶
ハ
ノ
ム
」
）

融
一
嵩
　
　
石
橋
五
郎
・
」
松
井
武
敏
・
近
曲
灘
噛
　
忠
　
　
山
ハ
甲
爵
麟
～
の
轟
八
嘉
小
認
胸
｝
迷
報

　
　
　
（
緬
咄
理
學
山
ハ
ノ
ゐ
一
・
十
一
）

課
隣
内
地
を
地
方
プ
・
ソ
グ
に
分
浮
る
の
に
、
最
亀
海
題
と
な
る
の
は

（　ts　，o



⊥不

B
串
部
で
あ
る
。
試
…
み
4
私
｛
茶
を
恭
す
。
幕
～
に
闘
…
し
て
は
、
吉
国

秀
央
氏
著
瞬
土
計
蝶
論
ハ
曜
諏
十
瓢
年
十
｝
月
河
出
書
勝
〉
に
啓
嚢

さ
れ
し
購
多
送
を
附
詑
す
る
。

謡

警
察
控
斑
は
、
そ
の
人
口
・
交
逓
系
・
丈
化
相
等
に
於
い
て
噌
つ

の
輩
元
行
政
蔽
と
し
て
会
理
性
を
有
つ
。
是
に
姥
す
れ
ば
郵
便
集

駝
匿
は
一
冒
の
藩
行
々
程
の
領
域
た
る
を
意
味
し
、
縣
・
町
村
の

中
閥
行
政
薩
と
し
て
よ
り
披
、
A
7
後
の
軍
一
直
治
行
政
麗
と
し
て

摘
璽
さ
る
可
嚢
竜
の
で
あ
る
。
共
に
兵
庫
騒
を
例
示
す
る
。

（　1，re5　）

魏
丁
エ
欝
繍
醐
と
し
て
の
行
政
織
難
…
間
一
題

第
リ
ニ
十
ゐ
ハ
巷
　
　
櫨
罪
襲
驚
㎜
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田
七


